
令和５年度 耶麻・両沼中学校教育研究会 第二次研究協議会出席者名簿 

 

 期 日：令和５年 １０月 ２５日（ 水 ） 

 

 部会名：   国語   専門部会    会 場： 喜多方市立山都中学校  

 

 出席者 

 【耶麻支部】    【両沼支部】  

№ 氏    名 学校名  № 氏    名 学校名 

1 佐久間 光児 山都中  1 藤井 義朗 湯川中 

2 小関 英美 山都中  2 五十嵐 由有 昭和中 

3 神田 和幸 喜多方二中  3 村松 和弘 三島中 

4 大内 美宙 裏磐梯中  4 星 嘉人 本郷中 

5 鈴木 健太 会北中  5   

6 井上 夏美 喜多方一中  6   

7 木村 綾美 塩川中  7   

8 佐藤 寿広 喜多方三中  8   

9    9   

10    10   

11    11   

12    12   

13    13   

14    14   

15    15   
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令和５年度 耶麻・両沼中学校教育研究会 第二次研究協議会記録 

 

 期 日：令和５年 １０月 ２５日（ 水 ） 

 部会名：    国語   専門部会    会 場： 喜多方市立山都中学校  

 司会者：  佐藤 寿広（喜多方三中）   記録者： 五十嵐 由有（昭和中） 

 指導助言者： 荒川 真彦 様（ 福島県教育庁会津教育事務所 指導主事 ） 

 
※できるだけ簡略化すること 

１ 開会の言葉 

２ 部長あいさつ 

３ 指導助言者紹介 

４ 研究協議 

（１）授業者自評 

 ・意欲がなかなかわきにくい生徒に対し、立場を選ばせることで自分の考えを持たせ 

られるようにした。 

 ・前時の活動を踏まえてより高度な課題にしたが、全員がワークシートに書き込み発 

言することができた。 

（２）質疑応答・(３）協議 

 ・対比選択の軸の設定について 

 ・考えるために提供する情報の量について 

 ・ＩＣＴの利用について 
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（４）ご指導  福島県教育庁会津教育事務所 指導主事 荒川 真彦 様 

・授業者の子どもたちへの「国語を楽しんで学んでほしい」という思いにあふれていた 

からこそ、本時のような子どもたちの姿があったのだろう。 

 ・単元で構想することの重要性 

 ・全国学調等でも「教科書本文＋資料」がスタンダードである。「資料」として何をど 

う持ってくるかが、重要であり教師の楽しみ。 

 ・ＰＩＳＡ型読解力をつけるためには、発問や課題の工夫が必要である。 

・活用力育成シートの解説が、評価についての資料となる。 

・「個別最適化」は下位生徒だけでなく、中位や上位の生徒にも必要である。喜多方市 

の取り組み（学びの共同体の考え方）はまさにマッチしている。 

・学力調査等の結果分析は、「なぜ、そのような誤答が多くなったのか」を。 

 

 

４ 報告事項 

（１）県中教研いわき大会報告 

 ・耶麻・両沼支部の発表内容について 

 ・他支部の発表の紹介（東西しらかわ支部） 

５ その他 

（１）令和５年度国語部会計について 

（２）その他 

７ 閉会の言葉 
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令和５年度 耶麻・両沼中学校教育研究会 第二次研究協議会反省記録 

 

 期 日：令和５年 １０月 ２５日（ 水 ） 

 

 部会名：   国語   専門部会    出席者数：１２人（耶麻：８ 両沼：４）  

 

１．日程について 

 

問題なし 

 

 

２．研究協議について 

 

    授業参観及び協議、県大会報告 

 

 

３．専門部会運営について 

 

    問題なし 

 

 

４．次年度に向けての要望 

 

    二次研に直接関係ないが、総会や主題研報告、一次研について会の持ち方や会場

選定についてご検討願います。 

 

 

５．次年度、耶麻・両沼支部統合した際、各専門部会の活動（英語弁論大会、音楽祭、造形

作品審査会 等）で懸念される事項 

 

 

    特になし 

 

 

６．その他 

 

    特になし 
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令和５年度 耶麻・両沼中学校教育研究会 第二次研究協議会出席者名簿 

 

 期 日：令和５年１０月２５日（水） 

 

 部会名：  社会科   専門部会    会 場：  新鶴    中学校  

 

 出席者 

 【耶麻支部】    【両沼支部】  

№ 氏    名 学校名  № 氏    名 学校名 

1 鈴木  憲 裏磐梯中  1 齋藤 真琴 昭和中 

2 須田 夏子 塩川中  2 風間 達則 会津柳津学園中 

3 本多 康夫 塩川中  3 幕田 秀明 会津柳津学園中 

4    4 須田 剛広 新鶴中 

5    5 小島 奈緖 本郷中 

6    6 真壁 剛司 高田中 

7    7 本多 康弘 新鶴中 

8    8   

9    9   

10    10   

11    11   

12    12   

13    13   

14    14   

15    15   
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令和５年度 耶麻・両沼中学校教育研究会 第二次研究協議会記録 

 

 期 日：令和５年１０月２５日（水） 

 部会名：  社会科    専門部会    会 場：   新鶴     中学校  

 司会者：  真壁敬司  （ 高田 中）   記録者：  須田剛広  （ 新鶴 中） 

 指導助言者：   なし               （          ） 

 
※できるだけ簡略化すること 

〇県大会報告（①協議 ②研究授業） 

 ①・発表支部で実践された工夫 

   話し合い活動の工夫（ＰＣ４の手法を活用して）・課題把握と追究活動の工夫 

   意図的なコーディネートの工夫・学力向上とタブレット活用・学習アプリの活用 

  ・今後の課題 

ＳＤＧＳの視点を取り入れた授業とＩＣＴ活用、単元を貫く学習課題の設定が今 

後も課題 

 ②学習課題の設定・学習内容の整合性・ワークシートの工夫・地図帳の活用 

〇ＩＣＴ活用実践について研修 

・思考ツールを活用した授業の展開とその評価の方法・ねらいに沿った学習活動 

・教師のコーディネートスキルの向上が重要方の工夫・タブレット活用とともに 

書く指導の重要性・授業のねらいと思考ツール選択・発達段階をふまえたＩＣＴ活 

  用・学習を振り返る場面でのＩＣＴ活用 

ＩＣＴ活用にかかわる実践例について 

 文科、総務省等に実践例があるが、授業のねらいに応じたツールとしての選択が重要 
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令和５年度 耶麻・両沼中学校教育研究会 第二次研究協議会反省記録 

 

 期 日：令和５年１０月２５日（水） 

 

 部会名：  社会科   専門部会    出席者数：  １０    人  

 

１．日程について 

   特にありません。 

 

 

 

２．研究協議について 

   特にありません。 

 

 

 

３．専門部会運営について 

   北会津支部での授業研究会参加も検討したい。 

   外部人材の活用を検討したい。（博物館職員等） 

 

 

４．次年度に向けての要望 

   特にありません。 

 

 

 

５．次年度、耶麻・両沼支部統合した際、各専門部会の活動（英語弁論大会、音楽祭、造形

作品審査会 等）で懸念される事項 

   特にありません。 

 

 

 

 

６．その他 

   特にありません。 
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令和５年度 耶麻・両沼中学校教育研究会 第二次研究協議会出席者名簿 

 

 期 日：令和５年 １０月 １７日（ 火 ） 

 

 部会名：  美術  専門部会    会 場： 会津若松市立第四 中学校  

 

 出席者 

 【耶麻支部】    【両沼支部】  

№ 氏    名 学校名  № 氏    名 学校名 

1 岩下 千惠 喜多方一中  1 五十嵐 章 坂下中 

2 須田 磨美 喜多方二中  2 庄司 美保 高田中 

3 遠藤 学 裏磐梯中  3   

4    4   

5    5   

6    6   

7    7   

8    8   

9    9   

10    10   

11    11   

12    12   

13    13   

14    14   

15    15   
 

美術－1



令和５年度 耶麻・両沼中学校教育研究会 第二次研究協議会記録 

 

 期 日：令和５年 １０月 １７日（ 火 ） 

 部会名：  美術  専門部会    会 場：  会津若松市立第四 中学校  

 司会者：  山口  功 （ 河東学園 ） 記録者：  長谷川裕美 （ 若松三中 ） 

 指導助言者：       なし         （          ） 

 
※できるだけ簡略化すること 

北会津支部・耶麻支部・両沼支部・南会津支部の４支部合同で実施した。 

日程については、北会津支部の予定に他の支部が合わせる形で１０／１７（火）と 

なった。１次研のときから、すでに日程が提示されていたため、大きな支障なく参集 

することができた。 

１３：２０ 開会 

版画家 五十嵐 恵太 先生 をお招きして、実技指導をいただいた。実技内容は 

「キッチンリトグラフ」で、キッチンにあるものを使って版画をするという内容だった。 

例えば、チョコレートの油分を使って字を書き、コーラでその油分と化学反応させて 

版画のベースを作成するというものだった。参加者は、今まで経験したことのない内容 

に楽しみと不思議さを感じながら有意義に活動していた。 

１５：２０ 県大会報告（若松三中 長谷川裕美先生・喜多方一中 岩下 千惠先生・ 

            高田中 庄司 美保先生） 

      長谷川先生を中心に、中教研県大会（いわき市立草野中学校）の報告を 

      した。また、次年度の副主題と授業との関連のさせ方について話し合いを 

      行った。 
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１６：００ 各支部で今後の予定を詳細に話し合った。特に造形作品審査会について 

      は、各支部とも人数が少ない中で実施しなければならないため、綿密に 

      話し合いが行われた。 

１６：３０ 閉会 
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令和５年度 耶麻・両沼中学校教育研究会 第二次研究協議会反省記録 

 

 期 日：令和５年 １０月 １７日（ 火 ） 

 

 部会名：  美術  専門部会    出席者数：     １７ 人  

 

１．日程について 

  ４支部合同での実施のため、どこかの支部の実施時期に合わせなければならない。 

 今回は北会津支部に合わせたが、参加人数等も考慮すれば妥当だと考える。 

 

 

２．研究協議について 

  美術専門の教員が多数集まるため、主題・副主題をもとにした授業づくりについて非

常に専門的な話し合いが行われた。 

 

 

３．専門部会運営について 

  北会津支部長にほぼお任せしてしまったが、４支部のそれぞれの部長同士で連絡を取

り合い、会がスムーズに運営できるように準備することができた。 

 

 

４．次年度に向けての要望 

  おそらく次年度も支部ごとだと人数が少ないことが予想されることから、今年度と同

様に他の支部と合同で実施することにより、教員のスキルアップにつながると考える。 

 

 

５．次年度、耶麻・両沼支部統合した際、各専門部会の活動（英語弁論大会、音楽祭、造形

作品審査会 等）で懸念される事項 

  「造形作品審査会」について、現在、耶麻支部と両沼支部で実施方法が異なるため、

年度当初に話し合いが必要である。 

  統合しても、教科の特性上、会員が大幅に増えるわけではないので、主題研や県大会   

 等への参加が毎年同じメンバーになってしまう可能性があるため、ローテーションにす

る等工夫が必要である。 

 

 

６．その他 

  美術部会の運営上、現在の予算ではやや不足する可能性があるため、次年度は 2,000

～3,000円程度上乗せして予算を組みたい。 
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令和５年度 耶麻・両沼中学校教育研究会 第二次研究協議会出席者名簿 

 

 期 日：令和５年１０月２５日（水） 

 

 部会名：   道徳   専門部会    会 場：会津坂下町立坂下中学校  

 

 出席者 

 【耶麻支部】    【両沼支部】  

№ 氏    名 学校名  № 氏    名 学校名 

1 園部 毅 西会津中  1 川島 淳 本郷中 

2 目黒 奈津子 喜多方一中  2 小坂 ひろみ 会津柳津学園中 

3 齋藤 英子 塩川中  3 西田 さおり 坂下中 

4 佐藤 幸枝 会北中  4 鈴木 里奈 金山中 

5    5   

6    6   

7    7   

8    8   

9    9   

10    10   

11    11   

12    12   

13    13   

14    14   

15    15   
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令和５年度 耶麻・両沼中学校教育研究会 第二次研究協議会反省記録 

 

 期 日：令和５年１０月２５日（水） 

 

 部会名：  道徳    専門部会    出席者数：    ８   人  

 

１．日程について 

 ・学校によっては文化祭が当週というところもありますが、仕方ないかと思います。 

 

 

 

２．研究協議について 

 ・アーカイブ視聴の形式をとりましたが、先生方が授業に対して本音で意見を出し合い 

協議をすることができてよかったです。 

 

 

 

３．専門部会運営について 

 ・特にありません。 

 

 

 

４．次年度に向けての要望 

 ・特にありません。 

 

 

 

５．次年度、耶麻・両沼支部統合した際、各専門部会の活動（英語弁論大会、音楽祭、造形

作品審査会 等）で懸念される事項 

 ・広域になるため、総会、主題研、一次研を含めて会場校の場所。 

 

 

 

 

６．その他 

 ・ありません。 
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令和５年度 耶麻・両沼中学校教育研究会 第二次研究協議会出席者名簿 

 

 期 日：令和５年 １０月 ２５日（ 水 ） 

 

 部会名： 特別支援教育 専門部会    会 場：  会津西陵 高等学校   

 

 出席者 

 【耶麻支部】    【両沼支部】  

№ 氏    名 学校名  № 氏    名 学校名 

1    1 鈴木 恵一 坂下中 

2    2 矢澤 柚花 坂下中 

3    3 只木 忍夫 会津柳津学園中 

4    4 江川 優子 高田中 

5    5 仙波 順子 本郷中 

6    6 栁沼美佐子 新鶴中 

7    7 佐藤 智明 新鶴中 

8    8   

9    9   

10    10   

11    11   

12    12   

13    13   

14    14   

15    15   
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令和 5 年度耶麻・両沼中学校教育研究会 第二次研究協議会記録 
 

期  日： 令和 5年 10月 25日（水） 

部会名： 特別支援  専門部会            会場  ： 会津西陵高等学校 

司会者： 江川 優子 （高田中学校）         記録者： 只木 忍夫 （会津柳津学園中学校） 

指導助言者： 鈴木 貴之 教頭先生（会津西陵高等学校） 

 

１ 日程の確認 

 

２ 校舎内見学・授業参観 

  ・定期テスト後の振り返り及び解答（３年） ・文化祭にむけての話合い（１，２年） 

 

３ 協議 

（１）開式の言葉 

（２）部長挨拶・指導助言者紹介  両沼支部部長 佐藤 智明先生 （新鶴中）    

（３）講話 「高等学校における特別支援教育の取り組みの現状について」  

                     鈴木 貴之 教頭先生  

 〇会津西陵高等学校の取り組みについて 

・  統合２年目となり、落ち着いて過ごしている。例年１０人前後転学。人間関係等、通信 

制へ。後ろ向きな転学ではなく、前向きな変更が多い。 

・  キャリア指導推進校、学習内容等、幅広いニーズがある。コース分けは２年時より。現在

２年生の１組が進学コース。その他の３クラスはバランスをとり編成。進路は、進学・就職

（半々）９割は決定。進学は、総合型選抜、推薦が多い。 

・  個別支援教育推進（県内９校）。あらゆる支援が必要な生徒への支援。幅広いニーズが

ある生徒が在籍している。 

・  校内において個別支援教育推進委員会が設置。実際、行政なども入り、会議を行った

りしているが、具体的な対策、支援を行うに至っていないのが現状である。 

・  ネグレクトの生徒、一時保護、児相につなげることができたケースもある。 

・  発達障害１５名在籍。診断を受けている生徒は、自分で対応できている。診断を受けて

いない生徒は、見ていると気になる行動などが見られる。 

・  会津西陵高等学校の取り組みとして、ロードマップを作成し、段階的に移行できるように

取り組んでいる。 

・  中学校からの引継ぎを今年度は６月（中間考査の時）に実施した。実施に対して、本校

内で意見が分かれた。次年度どうするか。 

・  中学校からの特別支援の情報の引継ぎがない。高等学校入学後、高校生活支援シート

を生徒＋保護者の両方に記入してもらう。４月すぐに情報共有した。 

・  個別サポートプラン（A4、１枚）特別支援コーディネートハンドブック活用、生徒２名のみ

作成しているが活用に至っていない。 

・  ケース会議を行ったことは、全教員に共有させていく。職員会議で生徒の情報を共有し

ている。 

・  SC（月３～４回）、SSW（必要があれば）は、行政とつながっているので情報を得ることが

できる。 

・  個別支援教育通信の発行（不定期）は、高校の先生たちに特別支援への理解を促す、

知ってもらう機会を作る目的で発行している。 
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・  研修会の実施。LGBTの理解について。 

・  特別支援の研修会。特別支援センターに依頼する。 

・  特別学習会。「学びの基礎診断」を受けて心配な生徒を対象に。強制ではない。 

・  学習支援員の配置（県内１４校）。県の予算で配置している。勤務１４時まで。勤務日も 

 限られている。もう少し、柔軟にできると。数・理の教科で入っている。自分でわからないと

言えない。 

・  サポートルームの活用。生徒が安心できる居場所を作る。教育委員会が開設。生徒の

ニーズがあり、作ったわけではない。 

・  特別支援の理解を広めていくための取り組みを行っているが、難しい状況がある。 

・  高等学校として、高等学校のやり方、プライドもある。特別支援学校ではないという考え

の先生もいる。 

 

（４）質疑応答 

 ・  特別な支援が必要な生徒とは？ 

  →  発達障がいの生徒を対象に考えているが、それ以外の生徒も含まれる。その為にも、

先生たちにユニバーサルな授業を行ってほしいと伝えている。教師自身が自分の授業

を振り返ることが必要である。 

 ・  特別な支援への対応として、実施していること 

→  「忘れ物しやすい生徒」LINEのアプリの活用。必要なもの、時間で知らせるなど。注意 

欠陥障がいがある生徒、上手に活用している。  

・  書字障がいの生徒の受験で、若松商業で実施したと聞いたが、どのような方法で実施. 

 →  個別の支援計画を作成し、中学校で支援していることが大切である。やっていないこと

は、合理的な配慮申請できない。 また、受験校で対応ができれば実施できるが、申請

してみｔないとわからない。 

・  支援が必要な生徒たちの進路はどうなっているか。 

 → 知的に心配な生徒。就職が内定した。ニーズがあった。 

・  特別支援学級知的学級の生徒は受験したか。 

 → 発達障がいの生徒 15 名。知的障がいの生徒はいない。受験することは可能。受験でし

っかり点数がとれ、学ぶ意欲があれば。基本的な学習態度が身についているか。自分で

考えて行動できているか。指導されていない生徒がいる。 

 

（５）部長挨拶 

 

（６）その他 

 

（７）閉式の言葉 

 

４ 閉会式  

  

・ 
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令和５年度 耶麻・両沼中学校教育研究会 第二次研究協議会反省記録 

 

 期 日：令和５年 １０ 月 ２５ 日（ 水 ） 

 

 部会名： 特別支援教育 専門部会    出席者数：     ７  人  

 

１．日程について 

 

 ・他の部会と同日に実施できて良かった。 

 

 

２．研究協議について 

 

 ・会津西陵高校鈴木貴之教頭先生から、「個別支援教育推進校」として会津西陵高校の取

り組みを詳しく教えていただくことができた。ユニバーサルデザインの視点を取り入れ

た授業作りは支援学級だけで無く、通常学級でも積極的に取り入れていく必要があるこ

とを学ぶことができた。 

・高校見学をすることで、中学校を卒業した生徒たちがどのような環境で学び、進路を

どのように決めていったかを見ることができた。 

 

３．専門部会運営について 

 

 ・特にありません 

 

 

４．次年度に向けての要望 

 

 ・特にありません 

 

 

５．次年度、耶麻・両沼支部統合した際、各専門部会の活動（英語弁論大会、音楽祭、造形

作品審査会 等）で懸念される事項 

 

 ・特にありません。 

 

 

 

６．その他 
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